
（
匡
Ｊ
）
（
海
、
）

般
的
で
あ
っ
た
。

日
本
の
医
学
史
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
の
医
学
史
に
お
い
て
も
華
岡
胄
洲
の
業
績
は
特
筆
さ
れ
る
が
、
彼
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
医
史
学
的

（
１
）

研
究
は
呉
秀
三
に
始
ま
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
呉
は
大
正
九
年
二
九
二
○
）
に
青
洲
の
伝
記
を
発
表
し
た
が
、
同
年
呉
は
そ
れ
を
大
幅
に
増

（
ゾ
】
）

幅
し
て
大
著
「
華
岡
青
洲
と
其
外
科
』
を
上
梓
し
た
。
以
来
胄
洲
に
関
す
る
大
方
の
関
心
も
高
ま
り
、
そ
の
学
統
や
彼
の
業
績
の
中
で
特
筆

さ
れ
る
麻
酔
薬
の
開
発
と
そ
の
応
用
、
と
く
に
乳
癌
の
手
術
な
ど
に
関
す
る
研
究
が
活
発
に
行
わ
れ
て
き
た
。

筆
者
も
専
攻
が
麻
酔
科
学
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
青
洲
の
麻
酔
薬
「
麻
沸
散
」
に
多
大
の
関
心
を
持
ち
、
と
く
に
麻
沸
散
に
よ
る
最
初
の
全

身
麻
酔
下
の
乳
癌
の
手
術
が
、
実
際
に
は
文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
十
月
十
三
日
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
、
患
者
藍
屋
か
ん
の
死
亡
年
月
日
を
調

（
２
）
（
３
）
（
４
）

査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
定
し
、
長
い
間
定
説
と
さ
れ
た
呉
の
文
化
二
年
（
一
八
○
五
）
説
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
青
洲
が
永
年
苦
心
し
て
開
発
し
た
麻
沸
散
に
よ
る
全
身
麻
酔
術
に
関
し
て
は
、
全
国
的
に
も
殆
ど
普
及
さ
れ
ず
、
そ
の
理

由
は
青
洲
が
麻
沸
散
の
処
方
内
容
を
高
弟
の
み
に
し
か
伝
授
し
な
い
と
い
う
秘
密
主
義
を
取
っ
た
こ
と
が
主
な
原
因
で
あ
る
と
の
考
え
が
一

は
じ
め
に

華
岡
青
洲
の
麻
酔
法
の
普
及
に
つ
い
て

ｌ
福
井
藩
橋
本
左
内
に
よ
る
手
術
症
例
の
検
討
Ｉ

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
二
巻
第
三
号
平
成
七
年
十
月
三
十
日
受
付

平
成
八
年
九
月
二
十
、
発
行
平
成
八
年
三
月
七
日
受
理

松
木
明

知
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（
【
ｊ
）

筆
者
は
日
本
麻
酔
科
学
史
に
関
連
し
て
青
洲
の
事
績
に
つ
い
て
も
鋭
意
研
究
中
で
あ
る
が
、
青
洲
の
門
に
学
ん
だ
津
軽
藩
医
三
上
道
隆
が

（
８
）

彼
の
麻
酔
法
を
学
ん
で
帰
国
し
、
若
い
女
性
の
鼻
切
断
術
を
実
施
し
た
事
実
を
発
掘
し
、
ま
た
明
治
三
十
年
代
に
お
い
て
も
佐
賀
県
で
華
岡

（
９
）

流
の
麻
酔
法
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
見
い
出
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
実
を
考
盧
す
る
時
、
青
洲
の
麻
酔
法
が
普
及
し
な
か
っ
た
と
す
る
従
来
の
説
は
訂
正
さ
れ
る
べ
き
で
、
実
際
に
は
彼
の
麻

酔
法
が
全
国
各
地
で
実
施
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
事
実
が
未
発
掘
の
状
態
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
立
証
す
る
た
め

に
は
胄
洲
の
門
人
録
に
見
い
出
さ
れ
る
全
国
各
地
の
弟
子
た
ち
の
事
績
を
綿
密
に
検
索
す
る
以
外
に
方
法
は
な
い
。
今
回
は
門
人
の
一
人
福

井
藩
の
橋
本
左
内
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
て
見
た
い
。

一
、
橘
本
左
内
の
華
岡
塾
春
林
軒
へ
の
入
門

（
Ⅲ
）
（
Ⅱ
）

志
士
橋
本
左
内
の
思
想
と
行
動
に
つ
い
て
は
、
山
口
宗
之
ら
に
よ
っ
て
詳
し
く
研
究
さ
れ
て
い
る
。
左
内
は
先
年
「
文
藝
春
秋
社
」
が
企

（
Ｅ
）

画
し
た
「
日
本
を
変
え
た
国
際
人
三
十
人
」
の
一
人
に
も
選
出
さ
れ
、
そ
の
政
治
思
想
的
業
績
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
医
師
と
し
て

の
左
内
に
つ
い
て
は
十
分
研
究
し
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
左
内
が
大
阪
の
緒
方
洪
庵
の
適
々
斎
塾
に
入
っ
た
こ
と

（
い
）
（
Ⅲ
）

に
つ
い
て
は
、
山
口
も
言
及
し
て
い
る
が
、
一
方
華
岡
塾
に
も
入
門
し
て
い
る
事
実
に
山
口
は
全
く
言
及
し
て
い
な
い
。

（
２
）
（
略
）

前
掲
の
呉
秀
三
の
著
書
の
「
附
」
と
し
て
末
尾
に
収
載
さ
れ
て
い
る
「
華
岡
冑
洲
先
生
舂
林
軒
門
人
録
」
の
越
前
の
国
の
条
に
「
嘉
永
四
、

七
、
二
四
、
福
井
藩
中
橋
本
左
内
」
が
見
え
て
い
る
。
さ
ら
に
遡
る
と
「
天
保
四
、
二
、
五
、
福
井
家
中
橋
本
舂
蔵
」
と
「
文
化
十
五
、
五
、

十
二
、
福
井
家
中
橋
本
舂
貞
」
の
二
条
が
披
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
入
門
の
橋
本
春
蔵
は
左
内
の
父
、
文
化
十
五
年

（
一
八
一
八
）
入
門
の
春
貞
は
左
内
の
祖
父
に
当
た
る
。
春
貞
と
左
内
は
紀
州
平
山
の
春
林
軒
、
舂
蔵
は
大
阪
の
合
水
堂
に
入
門
し
た
こ
と
に

（
一
八
一
八
）
「

鐸
登
っ
て
い
つ
つ
。

左
内
の
華
岡
塾
入
門
に
つ
い
て
は
、
政
治
史
的
な
面
か
ら
見
れ
ば
些
細
な
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
分
野
の
研
究
者
か
ら
見
過
さ
れ
て
も
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（
雌
）
（
岬
）

『
福
井
県
医
学
史
」
が
典
拠
と
す
る
『
越
藩
福
井
医
史
及
医
人
」
に
は
「
十
六
歳
の
秋
慨
然
郷
関
を
出
て
大
阪
緒
方
洪
庵
の
門
に
入
り
専
ら

（
鵬
）

藺
方
医
学
を
学
び
」
と
あ
り
、
「
若
越
医
談
」
に
も
「
嘉
永
二
年
己
酉
、
秋
負
汲
瀞
二
浪
華
一
、
従
二
緒
方
某
一
、
学
二
西
洋
医
術
一
、
」
と
あ
っ

て
、
左
内
が
華
岡
塾
に
入
門
し
た
こ
と
は
全
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

（
旧
）

中
野
操
の
『
増
補
日
本
医
事
大
年
表
」
に
は
左
内
の
手
術
に
つ
い
て
は
全
く
言
及
が
な
い
が
、
藤
野
恒
三
郎
は
左
内
の
華
岡
塾
入
門
と
癌

（
鋤
）

の
手
術
に
言
及
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

来
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。

（
妬
）

仕
方
が
な
い
が
、
医
史
学
研
究
に
お
い
て
も
見
過
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
『
福
井
県
医
学
史
」
に
は
、
右
に
述

べ
た
華
岡
塾
の
門
人
録
を
引
用
し
な
が
ら
も
、
同
書
三
九
八
頁
の
橋
本
左
内
の
条
に
お
い
て
は
、
「
こ
れ
ら
の
手
術
に
華
岡
流
の
麻
酔
薬
を
用

い
た
こ
と
か
ら
左
内
を
随
賢
門
下
と
す
る
説
が
あ
る
。
し
か
し
今
日
ま
で
の
調
査
で
は
こ
の
真
偽
を
確
か
め
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
祖

父
春
貞
、
父
春
蔵
（
長
綱
）
と
も
に
、
華
岡
門
と
あ
れ
ば
、
そ
の
伝
授
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
」
と
述
べ
て
、
手
術
に
関
し
て
は
華
岡

流
に
従
っ
た
と
し
な
が
ら
も
、
左
内
が
そ
の
術
を
祖
父
と
父
か
ら
伝
授
さ
れ
た
と
推
察
し
て
お
り
、
華
岡
塾
へ
の
入
門
に
つ
い
て
は
確
認
出

右
の
記
述
は
、
左
内
の
名
前
が
春
林
軒
門
人
録
に
見
ら
れ
る
も
の
の
、
入
門
と
い
う
よ
り
は
、
左
内
の
父
が
学
ん
だ
春
林
軒
で
あ
る
か
ら
、

な
つ
か
し
く
思
っ
て
訪
れ
た
の
で
あ
り
、
単
に
極
め
て
短
期
間
の
旅
行
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
藤
野
が
考
え
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
つ
い
最
近
に
至
る
ま
で
、
左
内
の
名
前
が
「
舂
林
軒
門
人
録
」
に
披
見
さ
れ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
事
実
が
大
方

適
塾
で
学
ん
だ
あ
と
左
内
は
、
江
戸
に
於
て
坪
井
信
良
と
杉
田
成
卿
に
つ
い
て
い
る
の
で
蘭
学
は
進
歩
し
た
よ
う
で
あ
る
。
華
岡
青
洲

の
塾
生
名
簿
に
橋
本
左
内
の
名
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
青
洲
の
死
後
の
こ
と
で
あ
る
。
左
内
の
父
、
橋
本
長
綱
が
青
洲
に
つ
い
て
修
業
し

た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
適
塾
時
代
に
左
内
が
和
歌
山
ま
で
旅
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
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（
訓
）
（
蛇
）

全
集
に
収
載
さ
れ
て
い
る
左
内
の
書
翰
か
ら
左
内
の
動
静
を
記
す
と
、
書
幹
「
八
」
か
ら
「
十
」
に
よ
っ
て
嘉
永
四
年
五
月
十
日
、
十
八

（
認
）

日
、
二
七
日
に
は
在
大
阪
と
あ
り
、
書
翰
「
十
こ
か
ら
「
十
六
」
に
よ
っ
て
、
六
月
五
日
か
ら
七
月
二
十
日
ま
で
左
内
は
確
実
に
大
阪
に

（
型
）

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
全
集
の
編
者
も
こ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
し
か
し
書
幹
「
十
七
」
は
書
き
出
し
が
前
掲
の
書
翰
と
異
な
る
。

こ
れ
は
嘉
永
四
年
二
八
五
一
）
七
月
二
十
五
日
付
の
笠
原
良
策
宛
の
書
翰
で
あ
る
が
、
冒
頭
に
は
「
今
便
ハ
急
飛
脚
一
一
て
荷
物
無
し
之
候
故

扶
氏
遺
訓
次
音
二
指
上
候
。
」
と
あ
る
。
こ
の
手
紙
だ
け
は
そ
れ
ま
で
の
書
幹
と
は
異
な
っ
て
「
急
飛
脚
」
で
送
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

書
幹
の
内
容
は
、
左
内
が
福
井
藩
の
蘭
学
振
興
の
た
め
の
緒
方
塾
塾
頭
で
あ
っ
た
飯
田
柔
平
を
推
挙
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
た
が
、
飯
田

柔
平
の
弟
秀
輔
が
売
婦
家
で
下
宿
に
罹
患
し
、
さ
ら
に
咽
頭
部
痛
、
骨
痛
を
も
併
発
し
、
全
身
衰
弱
も
著
し
く
な
っ
た
た
め
、
飯
田
柔
平
が

福
井
に
赴
く
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
と
、
自
分
の
斡
旋
の
不
首
尾
を
詫
び
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
言
幹
の
書
か
れ
た
嘉
永
四
年
二
八
五
一
）
七
月
二
十
五
日
は
、
左
内
が
「
春
林
軒
」
に
入
門
し
た
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
七
月
二

十
四
日
の
一
日
後
で
あ
る
。
左
内
は
二
十
四
日
に
は
す
で
に
和
歌
山
の
平
山
に
到
着
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
翌
二
十
五
日
に
こ
の
書
翰
を
害

左
内
が
大
阪
緒
方
洪
庵
の
門
に
入
っ
た
の
は
嘉
永
二
年
二
八
四
九
）
の
冬
で
あ
る
。
一
方
和
歌
山
平
山
の
「
春
林
軒
」
に
入
門
し
た
の
は

前
述
し
た
と
お
り
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
七
月
二
四
日
で
あ
る
。

従
来
の
史
料
に
閲
し
て
も
、
嘉
永
三
年
二
八
五
○
）
か
ら
四
年
末
（
一
八
五
一
）
ま
で
の
左
内
の
動
静
の
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
嘉

永
三
年
（
一
八
五
○
）
は
ず
っ
と
緒
方
塾
に
在
学
し
、
十
月
に
は
宮
永
良
山
の
帰
郷
に
際
し
て
序
を
送
っ
た
。
嘉
永
四
年
（
一
八
五
二
五
月

十
日
に
は
師
の
吉
田
束
篁
の
弟
の
岡
田
準
介
に
書
幹
を
送
っ
て
お
り
、
五
月
に
は
梅
田
雲
濱
と
会
見
し
、
ま
た
そ
の
頃
横
井
小
楠
と
二
度
面

会
し
て
い
る
。

無
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

二
、
橋
本
左
内
の
春
林
軒
へ
の
入
門
期
間
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嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
閨
二
月
一
日
、
父
の
病
気
の
た
め
、
左
内
は
大
阪
か
ら
福
井
に
戻
っ
た
。
彼
は
な
お
大
阪
に
滞
っ
て
蘭
学
を
究
め

た
い
と
考
え
て
い
た
が
、
止
む
を
得
な
い
事
情
で
あ
っ
た
。
左
内
は
父
に
代
わ
っ
て
診
療
活
動
を
精
力
的
に
行
っ
た
。

（
”
）

山
口
も
そ
の
事
情
を
「
帰
国
後
は
病
父
に
代
わ
っ
て
患
家
の
診
療
に
当
た
り
、
父
の
死
後
嘉
永
五
年
十
一
月
藩
命
に
よ
り
家
督
を
相
続
、

左
内
の
和
歌
山
行
の
第
一
の
目
的
は
春
林
軒
の
入
門
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
こ
の
よ
う
に
改
め
て
短
期
間
に
限
定
し
た
入
門

が
許
さ
れ
て
い
た
か
否
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
当
時
の
春
林
軒
は
青
洲
既
に
な
く
、
第
四
世
の
随
賢
つ
ま
り
青
洲
の
次
子
修
平
（
鷺
州
）
に
よ

（
鋤
）

っ
て
主
宰
さ
れ
て
い
た
。
左
内
の
祖
父
春
貞
、
父
春
蔵
の
二
代
に
わ
た
る
華
岡
塾
へ
の
入
門
の
実
績
が
、
鶯
州
を
し
て
左
内
の
短
期
間
の
入

門
を
許
可
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

研
究
し
、
改

り
罷
帰
・
・
・
」

（
妬
）

い
た
の
で
あ
る
。
全
集
の
編
者
は
左
内
が
こ
の
手
紙
を
大
阪
で
記
し
た
と
註
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（
湖
）

書
翰
「
十
八
」
は
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
九
月
朔
日
の
日
付
を
有
し
、
宛
先
は
在
福
井
の
吉
田
東
篁
で
あ
る
。
横
井
小
楠
か
ら
勧
誘
を
受

け
た
熊
本
へ
の
遊
学
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
文
中
「
西
遊
」
つ
ま
り
熊
本
遊
学
が
叶
わ
な
い
場
合
に
は
し
ば
ら
く
大
阪
で
蘭
学
を

研
究
し
、
改
め
て
熊
本
へ
行
き
た
い
と
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
末
塾
之
小
生
二
候
得
ハ
、
何
分
来
年
春
迄
精
々
蘭
学
研
究
致
居
、
其
よ

と
註
し
て
い
る
。

い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
（
割
）
（
鰯
）

右
に
述
べ
た
よ
う
に
書
翰
「
十
七
」
と
書
翰
「
十
八
」
の
日
付
と
内
容
か
ら
考
察
す
る
と
、
左
内
は
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
七
月
二
四
日

に
は
和
歌
山
の
舂
林
軒
に
到
着
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
、
同
所
へ
の
滞
在
は
長
く
見
て
も
約
一
ヶ
月
で
あ
り
、
九
月
朔
日
に
は
帰
阪
し
て

こ
の
文
面
に
よ
っ
て
左
内
が
大
阪
に
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
、
全
集
の
編
者
も
、
こ
の
手
紙
に
註
し
て
、
「
先
生
は
大
阪
、
東
篁
は
福
井
」

三
、
左
内
に
よ
る
手
術
例
に
つ
い
て
の
検
討
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医
員
に
任
ぜ
ら
れ
て
二
十
五
石
五
人
扶
持
を
給
さ
れ
、
新
得
の
藺
方
医
学
の
知
識
を
も
っ
て
、
東
篁
の
母
の
乳
癌
を
手
術
し
た
の
を
は
じ
め
、

重
患
を
治
癒
す
る
こ
と
再
三
に
及
ん
だ
。
」
と
記
し
て
い
る
。

（
肥
）

左
内
の
手
術
に
言
及
し
て
い
る
文
献
は
他
に
も
あ
り
、
例
え
ば
『
福
井
県
医
学
史
」
に
は
「
そ
の
師
吉
田
東
篁
の
母
の
乳
癌
の
摘
出
、
ま

た
一
患
者
の
陰
茎
切
断
等
々
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
手
術
に
華
岡
流
の
麻
酔
薬
を
用
い
た
こ
と
か
ら
、
左
内
を
随
賢
門
下

（
鋤
）

と
す
る
説
が
あ
る
」
と
あ
り
、
藤
野
も
「
み
っ
ち
り
華
岡
流
の
外
科
術
を
修
得
し
た
と
す
る
記
録
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
左
内
が
乳
癌
の
手

（
鋤
）

術
を
実
施
し
た
と
す
る
左
内
の
笠
原
良
策
宛
書
翰
が
全
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
」
と
記
し
て
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
二
月
七
日
の
書
翰
「
四

五
」
を
引
用
し
紹
介
し
て
い
る
。
藤
野
は
引
き
続
い
て
「
こ
こ
に
引
用
さ
れ
た
乳
癌
の
話
は
、
福
井
県
医
学
史
に
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
左
内
書
翰
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、
こ
の
外
に
蘭
学
的
事
項
は
数
多
く
見
ら
れ
る
し
、
患
者
の
こ
と
も
見
出
さ
れ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
略
）

前
に
引
用
し
た
よ
う
に
『
福
井
県
医
学
史
」
に
は
手
術
の
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
藤
野
の
記
述
は
誤
り
で
あ
る
。

（
岨
）

ま
た
中
野
操
の
『
増
補
日
本
医
事
大
年
表
」
に
は
左
内
の
華
岡
術
入
門
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
左
内
の
手
術
に
つ
い
て
も
何
の
言
及
も

な
い
。
右
に
述
べ
た
よ
う
に
左
内
の
手
術
に
つ
い
て
諸
書
で
言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
深
く
論
考
さ
れ
て
い
な
い
。
左
内
の
施
行
し
た
手

（
Ⅳ
）

術
に
つ
い
て
比
較
的
詳
細
に
及
ん
だ
史
料
は
「
越
藤
福
井
藩
医
史
及
医
人
伝
」
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

右
に
よ
れ
ば
、
左
内
は
少
な
く
と
も
二
例
の
手
術
を
曼
陀
羅
花
を
成
分
と
す
る
麻
酔
薬
を
用
い
て
全
身
麻
酔
下
に
施
行
し
た
こ
と
に
な
っ

（
脇
）

て
い
る
。
こ
の
記
事
は
「
若
越
医
談
」
の
次
の
記
述
を
典
拠
と
し
て
い
る
。

嘉
永
五
年
二
月
父
の
病
報
に
接
し
帰
国
偶
々
一
梅
毒
患
者
に
接
し
陰
茎
切
断
術
を
施
し
又
旧
師
東
篁
の
母
の
乳
癌
を
手
術
す
其
麻
酔
薬

に
は
曼
陀
羅
前
一
汁
を
用
い
た
り
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（
肥
）

前
に
引
用
し
た
よ
う
に
「
福
井
県
医
学
史
」
は
、
左
内
の
医
術
に
つ
い
て
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
と
し
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
外
科
手
術

に
限
定
す
れ
ば
、
史
料
に
披
見
さ
れ
る
症
例
は
陰
茎
切
断
術
例
と
乳
癌
の
手
術
例
の
計
二
例
の
み
が
知
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
し
、
こ
れ

（
旧
）
（
鵬
）

は
「
若
越
医
談
」
を
引
用
し
て
の
記
述
で
あ
る
。
し
か
も
「
若
越
医
談
」
に
は
前
の
引
用
に
引
き
続
い
て
「
左
内
の
患
者
を
診
る
や
、
大
患

に
は
一
々
病
躰
日
誌
を
作
れ
り
、
其
日
誌
の
残
欠
数
葉
前
年
ま
で
橋
本
家
に
保
存
せ
し
が
、
人
に
貸
し
て
遂
に
紛
失
せ
り
と
云
ふ
」
と
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
左
内
自
筆
の
手
術
記
録
や
診
療
録
は
明
治
中
期
に
は
も
は
や
散
供
し
て
、
史
料
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
な
っ

た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
現
在
と
な
っ
て
は
、
残
さ
れ
た
史
料
、
就
中
、
左
内
の
書
翰
に
よ
っ
て
の
み
研
究
が
可
能
で
あ
る
。

さ
て
現
在
知
ら
れ
る
左
内
の
手
術
例
は
少
な
く
と
も
二
例
で
あ
る
。
第
一
例
の
陰
茎
切
断
術
に
つ
い
て
は
、
患
者
の
年
齢
な
ど
は
不
詳
で

あ
り
、
手
術
施
行
月
日
に
つ
い
て
は
、
左
内
が
大
阪
か
ら
福
井
へ
帰
国
後
つ
ま
り
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
閨
二
月
一
日
以
降
で
、
し
か
も
父

が
側
で
手
術
を
観
察
し
て
い
る
か
ら
、
父
の
死
亡
し
た
十
月
八
日
以
前
で
あ
る
。
こ
の
期
間
の
左
内
の
書
翰
を
閲
し
て
も
、
関
連
す
る
記
述

（
鴫
）

は
披
見
さ
れ
な
い
。
こ
の
患
者
の
診
療
は
梅
毒
で
あ
る
と
い
う
が
、
「
若
越
誌
談
」
も
「
梅
毒
？
」
と
疑
問
符
を
付
け
て
い
る
。
し
か
し
、
潰

（
帥
）

瘍
、
出
血
、
尿
閉
な
ど
が
甚
だ
し
く
な
れ
ば
、
当
然
切
断
術
も
考
慮
さ
れ
て
も
不
思
議
で
な
い
。
筆
者
が
本
稿
の
要
旨
を
第
九
十
二
回
日
本

（
例
）

医
史
学
会
総
会
で
発
表
し
た
際
、
『
橋
本
左
内
」
を
執
筆
し
て
い
る
白
崎
昭
一
郎
氏
が
筆
者
の
側
に
来
ら
れ
、
「
梅
毒
の
た
め
手
術
は
行
わ
な

い
」
と
言
わ
れ
た
が
、
氏
の
発
言
が
必
ず
し
も
正
鵠
を
得
た
発
言
と
は
思
わ
れ
な
い
。
華
岡
一
門
の
手
術
記
録
を
披
見
す
れ
ば
直
ち
に
理
解

さ
れ
る
所
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
の
史
料
に
よ
っ
て
は
、
果
た
し
て
梅
毒
と
い
う
診
断
が
正
し
か
っ
た
か
、
こ
の
手
術
が
全
身
麻
酔
下

に
行
わ
れ
た
か
否
か
定
か
で
な
い
。
そ
の
可
能
性
が
あ
る
と
だ
け
し
か
言
え
な
い
。

嘉
永
五
年
二
月
左
内
父
の
病
を
間
き
て
帰
国
十
月
七
日
父
終
に
起
た
す
、
十
一
月
廿
九
日
、
親
彦
也
家
督
弐
拾
五
石
五
人
扶
持
無
違
被

下
置
表
御
外
科
被
仰
付
、
時
に
左
内
年
十
八
、
左
内
の
大
阪
よ
り
帰
る
や
一
梅
毒
患
者
医
の
た
め
に
陰
茎
の
切
断
術
を
施
せ
し
が
、
父
の

彦
也
は
病
を
力
め
杖
に
筒
り
て
之
を
傍
観
し
、
左
内
の
母
を
顧
み
て
吾
児
の
技
此
に
至
る
我
が
願
足
れ
り
と
日
ひ
て
悦
び
た
り
と
ぞ
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東
篁
の
母
を
笠
原
良
策
と
共
に
診
察
し
た
が
、
乳
癌
は
少
し
ず
つ
増
大
し
、
背
部
違
和
感
を
感
ず
る
が
、
今
直
ち
に
手
術
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
態
で
は
な
く
、
東
篁
に
明
年
早
々
帰
国
す
る
こ
と
を
依
願
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
際
に
乳
癌
手
術
が
行
わ
れ
た
の
は
安
政
元

年
二
八
五
四
）
二
月
八
日
で
あ
り
、
こ
の
事
情
は
二
月
七
日
付
の
笠
原
良
策
宛
の
書
翰
「
四
五
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

次
に
第
二
例
目
の
師
吉
田
東
篁
の
母
の
乳
癌
手
術
で
あ
る
。

（
蛇
）

書
翰
「
四
四
」
（
嘉
永
六
年
十
二
月
十
一
日
附
）
に
よ
っ
て
容
態
な
ど
患
者
の
概
要
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
書
翰
は
福
井
の
左
内
か
ら

江
戸
の
東
篁
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。

二
白
、
御
多
用
中
誠
二
御
迷
惑
之
御
義
奉
レ
存
候
得
共
、
何
分
二
も
午
前
御
出
偏
二
奉
レ
願
候
。
只
今
蒙
翁
（
吉
田
東
篁
ｌ
全
集
の
編
者
註
）

被
し
見
、
野
拙
よ
り
日
限
可
レ
極
旨
被
二
申
間
一
候
故
、
明
日
ト
申
上
候
事
御
座
候
。
尚
御
都
合
一
一
依
り
何
日
二
て
も
宜
御
座
候
。
無
し
御
覆

御
清
祥
被
レ
御
勤
一
奉
レ
賀
候
。
然
ハ
桜
埒
患
者
（
吉
田
東
篁
の
母
ｌ
全
集
編
者
註
）
施
術
之
義
明
八
日
午
時
と
相
定
申
候
。
左
様
御
承
知

可
し
被
し
下
候
。
且
亦
施
術
彼
是
手
数
二
可
二
相
成
一
候
間
、
可
レ
成
丈
遅
刻
不
二
相
成
一
御
都
合
被
し
下
候
様
奉
レ
願
度
候
。
野
拙
四
シ
半
時

迄
ニ
ハ
罷
越
ノ
存
二
御
座
候
。
右
得
二
御
意
一
度
早
々
如
レ
此
二
御
座
候
。
頓
首

二
月
七
日

御
老
母
様
御
容
体
先
鴻
申
上
候
節
ハ
、
少
し
も
御
異
状
無
し
之
、
先
々
御
同
様
二
御
座
候
虚
、
本
日
九
日
小
生
稲
葉
家
へ
罷
越
候
剛
、
準

介
君
御
咄
二
、
乳
岩
梢
増
大
致
候
様
二
被
し
思
、
且
亦
肩
背
等
時
ニ
マ
リ
候
様
二
承
る
登
御
語
有
し
之
：
：
：
中
略

九
日
ニ
ハ
良
策
も
罷
越
相
伺
候
由
、
良
策
も
少
し
致
し
増
大
候
卜
見
受
け
候
旨
小
生
方
へ
申
遺
候
。
昨
十
七
日
良
策
同
道
二
而
罷
出
拝
診

致
候
虎
、
先
御
手
穏
之
方
二
而
十
二
日
御
容
体
之
通
二
御
座
候
。
尤
も
只
今
早
急
切
断
行
ハ
デ
ワ
叶
い
と
申
程
二
而
者
無
し
之
候
。
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手
術
が
全
身
麻
酔
で
行
わ
れ
た
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
華
岡
一
門
で
は
、
乳
癌
の
手
術
に
対
し
て
麻
沸
湯
を
使
用
す
る
の
は
通
例
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
全
身
麻
酔
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

（
粥
）

書
翰
「
四
五
」
に
は
「
且
亦
施
行
彼
是
手
数
二
も
可
二
相
成
一
候
間
」
と
あ
り
、
短
時
間
の
手
術
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
。
手
術

は
「
午
時
」
に
行
わ
れ
た
が
、
現
在
の
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
一
時
の
間
で
あ
り
、
左
内
は
「
四
つ
半
時
」
午
前
十
一
時
ま
で
に
は
患
家
を

訪
れ
て
お
り
、
良
策
の
「
午
」
前
の
足
労
を
依
頼
し
て
い
る
。

手
術
二
週
間
後
の
二
月
二
十
一
日
に
は
、
発
熱
が
見
ら
れ
た
も
の
の
比
較
的
順
調
に
経
過
し
た
模
様
で
あ
る
。
左
内
は
翌
二
十
二
日
に
福

（
妬
）

井
を
出
立
し
て
江
戸
に
向
い
、
三
月
五
日
に
江
戸
に
到
着
し
、
以
降
坪
井
信
良
、
杉
田
成
卿
、
塩
屋
宏
陰
に
入
門
し
た
。
し
た
が
っ
て
左
内

（
調
）

は
こ
の
後
病
人
の
管
理
を
笠
原
良
策
へ
託
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
良
策
宛
の
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
三
月
二
九
日
の
書
翰
「
四
八
」

（
Ⅳ
）

で
知
ら
れ
る
。
な
お
東
篁
の
母
は
術
後
三
年
生
存
し
た
と
い
う
。

東
篁
の
母
の
乳
癌
手
術
は
二
月
八
日
に
予
定
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
良
策
に
手
伝
い
を
依
頼
し
た
こ
と
も
分
か
る

（
制
）

行
わ
れ
た
こ
と
は
二
月
二
十
一
日
付
の
笠
原
良
策
宛
の
耆
翰
「
四
六
」
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
。

藏
一
可
レ
被
二
仰
下
一
候
以
上
良
策
大
兄
病
用

…
前
略
・
・
・
乍
レ
御
難
吉
田
氏
病
人
処
方
解
凝
剤
中
加
連
水
禄
加
密
候
外
、
外
用
バ
ル
サ
ム
油
熱
ハ
過
日
之
処
二
而
ハ
罷
斯
其
因
ト
存

候
へ
共
、
今
日
又
起
熱
致
候
虎
二
而
ハ
、
萬
々
一
腸
胄
性
二
て
ハ
、
無
し
之
哉
ト
愚
推
申
候
。
…
…

実
際
に
こ
の
通
り
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左
内
は
十
一
歳
の
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
藩
立
医
学
所
済
世
館
に
入
っ
て
漢
方
を
学
ん
で
お
り
、
・
翌
三
年
二
八
四
六
）
に
は
父
に
代

わ
っ
て
往
診
す
る
程
の
早
熟
振
り
を
示
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
が
、
左
内
は
父
春
藏
か
ら
、
大
抵
の
こ
と
は
学
ん
だ
に
違
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
春
藏
は
華
岡
門
の
規
則
に

従
っ
て
「
麻
沸
散
」
処
方
内
容
を
左
内
に
教
え
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
左
内
の
医
術
の
上
達
振
り
は
嘉
永
二
年
秋
の
緒
方
塾
へ
の
入
門

に
よ
っ
て
よ
り
拍
車
が
か
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
緒
方
塾
在
学
中
、
深
夜
に
乞
食
小
屋
へ
出
か
け
て
実
地
の
診
療
を
試
み
た
と
い
う
逸
話
も

彼
の
研
讃
振
り
の
一
端
と
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
知
識
と
技
術
の
習
得
に
天
才
的
で
あ
っ
た
左
内
に
と
っ
て
唯
一
必
要
な
こ
と
は
、
直
接
華
岡
門
を
た
た
い
て
、
「
麻
沸
散
」
の

処
方
の
伝
授
を
受
け
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
「
得
與
不
得
在
其
人
」
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
の
華
岡
塾
で
あ
っ
た
か
ら
、
左
内
の
天
才

振
り
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
一
ヶ
月
足
ら
ず
の
間
に
秘
方
「
麻
沸
散
」
の
伝
授
を
受
け
た
こ
と
も
用
意
に
想
像
出
来
る
。
否
、
伝
授
を
受
け
た

か
ら
こ
そ
、
福
井
に
帰
藩
し
て
か
ら
、
乳
癌
の
手
術
を
敢
行
出
来
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

祖
父
春
貞
は
文
化
十
五
年
（
一
八
一
八
）
に
華
岡
塾
に
入
門
し
て
お
り
、
帰
藩
し
た
の
は
文
政
四
年
（
一
八
一
二
）
六
月
で
、
翌
七
月
に
は

残
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
左
内
は
も
ち
ろ
ん
、
左
内
の
父
春
藏
（
彦
也
）
も
春
貞
か
ら
は
華
岡
流
の
手
術
の
伝
授
を
受
け
て
い
な
い
。
父

の
春
藏
が
入
門
し
た
の
は
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
二
月
五
日
で
あ
る
。

（
訂
）

全
集
の
橋
本
家
系
図
に
は
春
藏
に
つ
い
て
「
文
政
十
二
年
入
紀
藩
華
岡
随
賢
之
門
、
修
外
科
医
、
就
京
都
名
医
其
、
修
内
科
医
、
又
就
女

医
博
士
香
川
満
貞
学
産
科
、
三
年
而
帰
藩
」
と
あ
る
が
、
文
政
十
二
年
二
八
二
九
）
に
入
門
し
た
と
あ
る
の
は
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
。
華

岡
塾
を
は
じ
め
と
し
て
、
諸
所
に
お
い
て
三
年
間
修
業
し
た
の
で
あ
る
か
ら
帰
藩
し
た
の
は
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
未
か
七
年
（
一
八
三
六
）

の
初
め
で
あ
ろ
う
。

四
、
左
内
の
外
科
手
術
の
習
得
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華
岡
青
洲
の
麻
酔
法
は
そ
れ
を
秘
伝
と
し
た
た
め
、
全
国
的
に
普
及
し
な
か
っ
た
と
す
る
説
が
広
く
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で

あ
り
、
そ
れ
が
実
施
さ
れ
た
事
績
が
発
掘
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
と
筆
者
は
考
え
る
。

そ
の
実
証
と
し
て
、
今
回
は
福
井
藩
の
橋
本
左
内
を
採
り
上
げ
、
彼
が
少
な
く
と
も
一
例
の
乳
癌
手
術
を
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
全
身
麻

酔
下
に
行
っ
て
い
る
と
を
論
考
し
た
。

ヘヘヘ〆ヘヘヘ

654321文
一…ー、一……

（
９
）

（
皿
）

（
ｕ
）

（
７
）

（
８
）

お
わ

献呉
秀
三
「
華
岡
青
洲
先
生
伝
記
」
『
医
人
」
第
九
号
附
録
六
～
二
八
頁
、
一
九
二
○
（
大
正
九
年
）

呉
秀
三
「
華
岡
青
洲
先
生
及
其
外
科
」
吐
鳳
堂
、
東
京
、
一
九
二
三
（
大
正
十
二
年
）

松
木
明
知
「
華
岡
青
洲
と
藍
屋
利
兵
衛
の
母
」
『
日
本
医
事
新
報
」
二
四
六
七
号
、
一
二
○
頁
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
年
）

松
木
明
知
「
華
岡
青
洲
に
よ
る
最
初
の
全
身
麻
酔
の
期
日
」
「
麻
酔
」
一
二
巻
、
三
○
○
～
三
○
一
頁
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
年
）

稲
田
豊
「
麻
酔
の
歴
史
」
山
村
秀
夫
編
『
臨
床
麻
酔
学
書
（
上
こ
一
～
二
頁
、
克
誠
堂
出
版
、
東
京
、
一
九
七
八
（
昭
和
五
三
年
）

谷
津
三
雄
「
麻
酔
の
歴
史
」
稲
田
豊
、
藤
田
昌
雄
、
山
本
亨
編
『
最
新
麻
酔
科
学
（
上
皀
一
六
～
一
八
頁
、
克
誠
堂
出
版
、
東
京
一
九
九
五

前
掲
（
七
）
三
三
～
三
七
頁

山
口
宗
之
「
橋
本
左
内
』
（
人
物
叢
書
新
装
版
）
吉
川
弘
文
館
、
東
京
、
一
九
九
○
（
平
成
二
年
）

佐
藤
昌
介
、
植
手
通
有
、
山
口
宗
之
注
「
渡
辺
華
山
高
野
長
英
佐
久
間
象
山
横
井
小
楠
」
日
本
思
想
大
系
五
五
『
岩
波
書
店
、
東
京
、
六
八

松
木
明
知
『
麻
酔
科
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア
た
ち
ｌ
麻
酔
科
学
研
究
序
説
』
克
誠
堂
出
版
、
東
京
、
一
九
八
三
（
昭
和
五
八
年
）

松
木
明
知
「
津
軽
に
お
け
る
最
初
の
全
身
麻
酔
ｌ
藩
医
三
上
道
隆
の
事
績
ｌ
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
三
三
巻
、
二
○
三
～
一
二
七
頁
、
一
九

稲
田
豊
「
麻

谷
津
三
雄
「

（
平
成
七
年
）

八
七
（
昭
和
六
二
年
）

り

に
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（
瓠
）

（
皿
）
文
藝
春
秋
、
七
○
巻
、
八
号

（
昭
）
緒
方
富
雄
『
緒
方
洪
庵
伝
（

（
Ｍ
）
前
掲
文
献
（
十
）
三
五
～
三

（
略
）
前
掲
文
献
（
二
）
四
七
二
～

（
略
）
中
村
覚
郎
（
代
表
）
『
福
井
旧

（
Ⅳ
）
笹
岡
芳
名
『
越
藩
福
井
医
龍

（
岨
）
「
若
越
医
談
」
一
号
一
四
１

（
岨
）
中
野
操
「
増
補
日
本
医
事
大

（
別
）
藤
野
恒
三
郎
『
日
本
近
代
疾

（
皿
）
日
本
史
籍
協
会
『
橋
本
景
岳

（
蛇
）
前
掲
文
献
（
二
一
）
十
七
～

（
羽
）
前
掲
文
献
（
二
一
）
二
二
～
一

（
型
）
前
掲
文
献
（
二
二
三
四
～
一

（
妬
）
前
掲
文
献
（
二
二
三
四
頁

（
妬
）
前
掲
文
献
（
二
二
三
五
～
一

（
訂
）
前
掲
文
献
（
十
）
四
三
～
四

（
犯
）
前
掲
文
献
（
一
六
）
四
○
○
一

（
調
）
前
掲
文
献
（
二
一
）
五
八
頁

（
釦
）
松
木
明
知
「
華
岡
青
洲
の
麻

松
木
明
知
「
華
岡
青
洲
の
麻
酔
法
の
普
及
ｌ
福
井
に
お
け
る
橋
本
左
内
に
よ
る
二
手
術
例
に
つ
い
て
ｌ
」

『
日
本
医
史
学
雑
誌
、
四
○
巻
、
一
号
、
八
二
～
八
三
頁
、
一
九
九
四
（
平
成
六
年
）

白
崎
昭
一
郎
『
橋
本
左
内
」
毎
日
新
聞
社
、
東
京
、
一
九
八
八
年
（
昭
和
六
三
年
）

前
掲
文
献
（
十
）
四
三
～
四
四
頁

前
掲
文
献
（
一
六
）
四
○
○
頁

前
掲
文
献
（
二
二
三
五
～
三
六
頁

前
掲
文
献
（
二
）
四
七
二
～
四
七
三
頁

中
村
覚
郎
（
代
表
）
『
福
井
県
医
学
史
」
福
井
県
医
師
会
、
福
井
市
、
三
九
八
～
四
○
○
頁
、
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
年
）

笹
岡
芳
名
『
越
藩
福
井
医
史
及
医
人
伝
」
三
秀
社
、
東
京
、
二
三
一
頁
、
一
九
一
二
（
大
正
一
○
年
）

「
若
越
医
談
」
一
号
一
四
～
一
六
頁
、
一
九
○
五
明
治
三
十
八
年

中
野
操
「
増
補
日
本
医
事
大
年
表
」
一
八
六
～
一
八
七
頁
、
思
文
閣
、
京
都
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
年
）

藤
野
恒
三
郎
『
日
本
近
代
医
学
の
歩
み
』
二
五
五
～
二
五
七
頁
、
講
談
社
、
東
京
、
一
九
七
四
（
昭
和
四
九
年
）

日
本
史
籍
協
会
『
橋
本
景
岳
全
集
二
）
』
（
続
日
本
史
籍
協
会
叢
書
）
東
京
大
学
出
版
会
、
東
京
、
覆
刻
版
一
九
七
七
（
昭
和
五
二
年
）

前
掲
文
献
（
二
一
）
十
七
～
二
二
頁

前
掲
文
献
（
二
一
）
二
二
～
三
三
頁

前
掲
文
献
（
二
二
三
四
～
三
五
頁

六
頁
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
年
）

文
藝
春
秋
、
七
○
巻
、
八
号
、
一

緒
方
富
雄
『
緒
方
洪
庵
伝
（
第
二

前
掲
文
献
（
十
）
三
五
～
三
六
頁

ｖ
、
一
六
三
頁
、
一
九
九
二
（
平
成
四
年
）

（
第
二
版
こ
岩
波
書
店
、
東
京
、
二
二
一
頁
、

一
九
六
三
（
昭
和
三
八
年
）
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（
兜
）
前
掲
文
献
（
二
一
）
五
六
～

（
調
）
前
掲
文
献
（
二
二
五
八
頁

（
弘
）
前
掲
文
献
（
二
一
）
五
八
～

（
調
）
前
掲
文
献
（
二
一
）
六
二
頁

（
粥
）
前
掲
文
献
（
一
八
）
二
○
頁

（
師
）
「
橋
本
景
岳
全
集
（
三
こ
日

和
五
二
年
）

二
○
頁

（
三
こ
日
本
史
籍
協
会
（
続
日
本
史
籍
協
会
叢
書
）
、
東
京
大
学
出
版
会
（
復
刻
版
）
、
東
京

五
六
～
五
七
頁

五
八
～
五
九
頁

六
二
頁

一
五
六
六
頁
、
一
九
七
七
（
昭

（
弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科
）
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４
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、
づ

ひ
二
〆SpreadofHanaoka'sMethodofGeneralAnesthesiawithMafutsu-san

ADiscussionofSurgicalOperationsbySanaiHashimoto

bvAkitomoMATSUKI

IthadbeengenerallyacceptedthatHanaoka'ssecretivenesswasthemostcontributoryfactorin

preventinghismethodofgeneralanesthesiawithMafutsusanfrombecomingwidespreadinJapan.

However,theauthorfoundseveralcasesoftheuseofgeneralanestheticaccordingtohismethodin

variousareasinJapan.Forinstance,DoryuMikami,asurgeonoftheTsugarufeudalclanentered

Hanaoka'sschooltostudyhismedicineforseveralyearsandcamebacktoTsugarutoperforman

amputationofthenoseofayoungladywithsyphilisinaboutl864.Hanaoka'smethodofgeneral

anesthesiawasalsopractisedsafelyintheSagaareaofKyushuevenintheyearofaboutl900.

Theauthorstudiedindetailtwocasesofsurgicaloperationundergeneralanesthesiaperformedby

SanaiHashimoto,aphysicianoftheFukuifeudalclan・Onecasewasanamputationofthepenisbutno

furtherdetailedinformationwasgiventous.TheotherwasanexcisionofthebreastcancerofToko

Yoshida'swife.YoshidawasHashimoto'steacherofChineseLiterature.Theoperationwassuccessful

andthepatientwasreportedtohavesurvivedthreeyearsaftertheoperation.

Thesefactsstronglysuggestthatthemethodhadbeentransmittedandpractisedinmanydistrictsin

Japanbymanydisciplesofhisschool.However,suchcaseshavenotbeenreportedindetail.Thusthe

widelyrumouredevaluationofHanaoka'ssecretivenessisincorrect.

へ
二
Ｊ
一

戸
一
』
（
烏
、


